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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名 宝塚健康福祉事務所  

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

管内各市のデータヘルス計画より、医療費は55歳前後から急激に増加

する傾向にあり、医療費のうち高い割合を占める生活習慣病の内訳では

糖尿病や高血圧性疾患の占める割合が高い。持続可能な社会の実現に向

け、働き盛り世代における生活習慣病予防は喫緊の課題であるが、これ

らの世代は健康づくりのために割く時間的余裕がないことも多く、食育

の機会を得にくい世代である。    

また、Withコロナ社会においてリモートワーク等の長期化により、不

規則な食生活（朝食欠食、間食の増加など）や運動不足など、肥満や生

活習慣病に繋がる生活習慣の変化を課題と捉えている事業所が複数あ

る一方で、外部からの来社を制限している事業所も多く、新しい生活様

式に対応した食育事業展開が求められている。 

今年度の 

推進方策 

“Withコロナ社会で変わる世界 「食」で支える社員の健康”をテー

マに、ITやワクチン集団接種会場を活用した食育の普及啓発を図る。 

また、昨年度実施した新型コロナウイルス感染症流行下における社員

食堂（寮食堂）実態調査結果や栄養管理報告書を踏まえ、個別にアドバ

イスシートを作成・郵送し、利用者の状況・健康課題の把握と目標設定

を促すとともに、企業主体の食を通じた健康づくりに取組む企業の増

加・食環境整備の充実を図る。 

成 果 

当所では平成29年度より5年間事業所給食施設を対象とした食育事業

を展開しており、施設の統廃合もあり単純比較はできないものの、毎年

提出される栄養管理報告書より「利用者状況把握をしている施設数」や

「健康栄養情報を提供している施設数」の割合は増加傾向にある。 

今後の 

方向性 

次年度以降の事業展開は未定であるが、令和４年度からの兵庫県食育

推進計画（第４次）や会議構成員の意見、地域の健康課題等を踏まえな

がら、対象や事業展開について改めて検討していく必要がある。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時  

参 集 者 
（団体数 

 及び人数） 

協議内容 

今後の 

方策 

当面、集合型開催は困難な状況が予想されるが、５年間の取組みを

踏まえ、今後の食育事業の対象世代や実践内容について検討する。 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 

新型コロナウイルス感染拡大のため開催中止 



 

 

 

 

３ 食育実践活動の結果 

テーマ Withコロナ社会で変わる世界 「食」で支える社員の健康 

対象 

及び 

参加 

者数 

第１回 住友化学（株）健康・農業関連事業研究所社員 約300人 

第２回 新型コロナウイルスワクチン接種者  

第３回 管内給食施設 事業所30施設、寮10施設 

事 

業 

内 

容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

令和３年８月 

【普及啓発】 

イントラネットを活用した 

食育リーフレット配布 

（運動・メンタル含む） 

住友化学（株） 

健康・農業関連事業研究所 

宝塚健康福祉事務所 

令和３年 

８月～９月 

【普及啓発】 

 朝食摂取の啓発用 

リーフレット配布 

宝塚健康福祉事務所 

令和３年10月 

【個別ワンポイントアドバイスシート送付】 

Withコロナ時代の給食・栄養管

理ワンポイントアドバイス 

管内給食施設（事業所・寮） 

宝塚健康福祉事務所 

成 

果 

【成果】 

・当所では平成 29 年度より 5 年間、事業所給食施設を対象とした食育事業

（モデル事業所を対象とした健康教育やコロナ禍においては個別のアドバ

イスシートの送付等）に継続して取り組んできた。 

施設の統廃合もあり単純比較はできないものの、毎年提出される栄養管理

報告書より、「利用者状況把握をしている施設数」や「健康栄養情報を提供

している施設数」の割合は増加傾向にある。 

  

 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

・利用者状況把握をしている施設数の増加  

H29ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ9/34施設（26％）  → R3末 11/30施設（37％） 

・健康・栄養情報の提供をしている施設数の増加   

H29ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ24/34施設（71％） → R3末 23/30施設（77％）      

今後の

課題 

最終の２年間は感染症の波間を縫った事業展開となり、特に今年度は最終

的な事業評価が非常に困難であった。令和４年２月に予定していた会議も中

止となり、次年度以降の事業展開は未定であるが、令和４年度からの兵庫県食

育推進計画（第４次）や会議構成員の意見、地域の健康課題等を踏まえなが

ら、対象や事業展開について改めて検討していく必要がある。 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 



 

 

  
 

 

 

         

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 の 

ねらい 

事業 
背景 

令和３年度 健やか食育プロジェクト事業 

ｗith コロナ社会で変わる世界  
「食」で支える社員の健康 

管内各市のデータヘルス計画より、医療費は 55 歳前後から急激に増加す

る傾向にあり、働きざかり世代への生活習慣病予防に向けた対策は喫緊の

課題。 

With コロナ社会においてリモートワーク等の長期化により、不規則な食

生活（朝食欠食、間食の増加など）や運動不足など、肥満や生活習慣病に

繋がる生活習慣の変化を課題と捉えている事業所が複数ある一方で、外部

からの来社を制限している事業所も多く、新しい生活様式に対応した食育

事業展開が求められている。 

 

【対象】住友化学株式会社  

健康・農業関連事業研究所 社員 約 300 人 

【時期】令和 3 年 8 月 

【方法】研究所内のイントラネットに下記リーフレットを掲載 

○ IT やワクチン集団接種会場等を活用した食育の実践 

○ 食を通じた健康づくりに取組む企業の増加 

Ⅰ イントラネットを活用した食育リーフレットの配布（運動・メンタル含む） 



成果と 
今後の 

方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食摂取の啓発用 

リーフレットの 

作成・配付 

当所では平成 29 年度より 5 年間事業所給食施設を対象とした食
育事業に取り組み、「利用者の状況把握をしている施設」や「健康・
栄養情報を提供している施設」の割合は増加傾向にある。 

最終の２年間は感染症の波間を縫った事業実施となり、次年度以
降の事業展開は未定であるが、令和４年度からの兵庫県食育推進計
画（第４次）や会議構成員の意見、地域の健康課題等を踏まえなが
ら、対象や事業展開について改めて検討していく必要がある。 

Ⅱ ワクチン集団接種会場における普及啓発 

【対象】宝塚市民（成人・高齢者） 

【時期】令和 3 年 8 月 31 日～9 月 30 日 

【方法】新型コロナワクチン集団接種会場（宝塚市立中央公民館）にて掲示 

Ⅲ 管内事業所・寮給食施設向け 個別ワンポイントアドバイスシートの送付 

  With コロナ時代の給食・栄養管理ワンポイントアドバイス  

【対象】管内給食施設  

（事業所）30 施設（寮）10 施設 

【時期】令和 3 年 10 月 

【方法】令和 2 年度の栄養管理報告書・新型 

コロナ流行下における社員食堂（寮食堂） 

実態調査結果を基に、課題を 10 パターンに 

分類し、ワンポイントアドバイスシートを 

作成。各施設に個別に郵送した。 


